
本
年
二
月
十

一
日
突
然
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

並
び
に
長
野
県
北
部
地
震
に
よ
り
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た

皆
様
方

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
中
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
被
災
さ
れ
た
多
く
の
皆
様
方
に
心
か
ら
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

更
に
予
想
も
さ
れ
な
か

っ
た
原
子
力
発
電
所
の
事

故
に
よ
り
、
放
射
能
の
影
響
等
で
立
入
禁
止
区
域
が
拡

大
さ
れ
、
わ
が
国
の
災
害
史
上
か
っ
て
な
い
状
況
と
な

り
、
復
旧
の
め
ど
も
立
た
な
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
等
の
未
曾
有
の
緊
急
事
態
の
中
で
、
被
災
地
の
皆

さ
ん
は
勿
論
の
こ
と
国
を
挙
げ
て
元
気
を
取
り
戻
し
、

一
日
も
早
い
復
興
を
望
む
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

か
か
る
状
況
の
中
で
今
回
の
地
方
統

一
選
挙
が
行

わ
れ
た
訳
で
あ
り
ま
す
が
、
大
災
害
直
後
で
あ

っ
た
だ

け
に
危
機
管
理
体
制
と
安
全

安
心
の
問
題
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
予
て
よ
り
持
論
と
し
て
、
安
全

安
心
は
も
と
よ

り

「地
域
が
元
気
に
な
れ
ば
市
も
県
も
国
も
元
気
に
な

れ
る
。
」
と
の
強
い
信
念
の
元
に
活
動
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
非
常
時
に
皆
が
困

っ
て
い
る
時
こ
そ
、
近
隣
同
士

で
お
互
い
に
助
け
合
い
、
励
ま
し
あ

っ
て
元
気
を
出
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

お
陰
さ
ま
で
前
回
に
引
き
続
き
四
期
目
の
当
選
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
　
今
回
の
大
災
害
を
教
訓

に
活
力
あ
る
長
野
県
政

の
た
め
に
頑
張
る
所
存
で
ご

ざ

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

尚
、
改
選
後
の
五
月
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
所

属
会
派
の
編
成
替
え
が
あ
り
、
今
ま
で
の
創
志
会
の
メ

ン
バ
ー
を
中
心
に

「県
政
な
が
の
」
と
し
て
再
出
発
す

る
こ
と
に
な
り
、
副
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

ま
た
所
属
委
員
会
は
　
文
教
企
業
委
員
会
に
所
属

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ご
要
望
ご
意
見
等
を
賜
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

佐
々
ネ
イ

ニ

軍
蔵
二
十
三
年
層

当
初
予
算
案
の
ポ
イ
ン
ト

《
予
算
案
の
特
色

》

平
成
二
十
三
年
度
予
算
総
額
は
八
、
四
六
四
億
円
で
、
一四
年

度
当
初
比

一
五
一
億
円

（
一　
八
％
）
減
に
決
一ヽ

予
算
の
特
色
と
し
て
は
、
財
源
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

を
強
化
し
、
健
全
財
政
′
維
持
し
な
が
ら
、
県
民
の

「と
も
に

支
え
る
確
か
な
暮
ら
し
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
中
期
総
合
計

画
と
の
整
合
を
踏
ま
え
つ
つ
、
「教
育
　
子
育
て
先
進
県
の
実

現
」
「産
業
力
、
地
位
力
の
強
化
」
Ｆ
Ｔ
う
し
の
安
心
確
保
」
「県

民
主
役
の
自
立
し
た
県
政
の
実
現
」
の
四
つ
の
政
策
を
柱
に
、

重
点
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

略

（仮
称
ン

の
策
定
な
ど
に
一
億
○
〇
四
七
万
人
千
円
、

ま
た
信
州
農
産
物
の
販
路
拡
大
や
信
州
食
品
の
マ
ー
ケ
ツ

ト
創
出
事
業
な
ど
県
産
品
の
マ
ー
ケ
テ
イ
ン
グ
戦
略
と
交

通
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
に
よ
り
高
齢
買
物
弱
者
の
解
消
な

ど
に
人
七
四
人
万
二
千
円
ち

ま
た
雇
用
確
保
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
県

営
産
業
団
地
の
新
た
な
分
譲
方
式
の
導
入
な
ど
企
業
誘
致

強
化
推
進
事
業
に

一
二
億
人
八

一
人
万
二
千
円
な
ど
の
ほ

か
、
担
域
産
業
と
し
て
林
業

木
材
産
業
の
再
生
の
た
め

森
林
整
備
加
速
化

林
業
再
生
事
業
と
し
て
一
人
億
二
Ｉ

一

九
万
三
千
円
を
も
り

民
間
活
力
の
導
入
に
よ
る
県
産
材
の

利
用
促
進
に
向
け
た
取
組
の
支
援
等
が
含
ま
れ
る
。

地
域
で
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
よ
２

身
近
な

「医

職

住
」

を
充
実
す
る
た
め
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
行
事
業
二
億
〓
ハ
五

三
万
四
千
円
や
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク
等
の
医
師
確
保
総
合
対
策

事
業
五
億
元
三
〇
七
万
七
千
円
、
認
理
肛
対
策
総
合
推
進
事
業

五
二
五
六
万
円
な
だ
ヽ
安
心
で
質
の
局
い
医
療
の
確
保
と
健
康

づ
く
り
の
推
進
に
二
〇
億
四
二
〇
一
万
四
千
電

ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
待
機
者
の
解
消
や

発
達
障
害
者
支
房
ｒ狐
塞
景
茉
な
ど
、
誰
で
も
い
き
い
き
と
生

活
で
き
る
社
会
づ
く
り
に
九
０
億
元
四
二
五
万
四
千
円
。

新
卒
未
就
業
者
等
の
人
材
育
成
事
業
四
億
五
二
〇
〇
万

三
千
円
や
就
職
活
動
支
援
章
業
（、
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業

六
人
億
七
二
〇
人
万
七
千
円
な
ど
雇
用
の
確
保
と
就
業
に

向
け
た
支
援
に
九
二
億

一
七
六
七
万
七
千
鳳

地
球
の
温
暖
化
や
省
エ
ネ
対
策
、
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
の

構
築
や
野
生
Ｌ
鮮
詮
螢
阜
笙
驚
い
ヽ
自
然
と
人
が
共
生
で
き
る

住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
一
二
億
四
人
四
人
万
二
千
見

警
察
官
の
増
員
な
ど
犯
罪
の
お
き
に
く
い
社
会
づ
く
り

や
交
通
安
全

食
品
安
全
や
消
費
生
活
安
定
向
上
な
ど
安
全

で
快
適
な
生
活
基
盤
の
実
現
の
た
め
に
二
五
億
人
二
四
二

万
人
千
円
。
　
県
民
の
安
心

安
全
を
支
え
る
た
め
　
必
要

性
■
緊
急
性
を
検
証
し
た
上
で
、
真
に
必
要
な
箇
所
を
厳
選

し

生
活
を
支
え
る
た
め
の
生
活
に
密
着
し
た
、
社
会
資
本

の
整
備
に
人
五
七
億
八
八
五
九
万
六
千
見

駒
ヶ
根
市
関
係
の
本
年
度
事
業
と
し
て
は
、
長
野
県
看

護
大
学
に

「認
定
看
護
士
養
成
事
業
」
と
し
て
、
二
九
二

０
万
円
を
予
算
化
し
て
専
門
性
の
高
い
看
護
士
の
養
成

講
座
を
本
年
六
月
よ
り
開
講
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

設
置
課
程
は
二
課
程
で
皮
膚

排
泄
ケ
ア
　
感
染
管
理
看

護
士
な
ど
の
養
成
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
直
生
￥
炉
院
施
設

養
備
車
業
」
と
し
て
、
九

億

一
九
四
〇
万
円
の
長
野

に
歪
ユ
痣
絶
町
毬
停
糧
Ｆ
地
蟄
墜
尋
笙
珈

等
資
金
貸
付
金
に
よ
り
、

こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

駒
ヶ
根
●
ア
イ
ク
ア
優
等

の
整
備
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た

農
政
部
関
係
で
は
県

営
た
め
池
等
整
備
事
業

と
し
て
駒
ケ
池

切
石
夫

婦
池

大
沼
池
及
び
各
池

か
ら
の
用
排
水
路

上
の
井
用
水
　
下
の
井
用
水
　
大
沼
用
水

の
整
備
事
業
計
画
の
事
業
費
総
額
二
億
九
七
〇
〇
万
円
の
内
、

平
成
二
十
三
度
よ
り
一
括
交
付
金
で
あ
る

「“
域
自
主
戦
略
交

付
金
」
の
国
の
予
算
枠
へ
組
み
込
ま
れ
、
二
十
三
年
度
に
五
千

万
円
予
算
化
さ
れ
、
引
き
続
き
二
十
四
年
度
以
降
に
整
備
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

建
設
部
関
係
で
は

駒
ヶ
根
長
谷
線
の
下
平
地
区
歩
道
整
備

二
千
五
百
万
円
と
中
沢
バ
イ
パ
ス
の
道
路
整
備
三
千
万
円
が

決
ま
り
　
引
き
続
き
本
年
度
も
継
続
さ
れ
る
ほ
か
、

駒
ヶ
根
駒
ヶ
岳
公
園
線
中
御
所
災
害
防
除
　
　
四
千
万
円

一
五
三
号
線
大
田
切
橋
橋
梁
補
修
　
　
　
四
千
二
百
万
円

駒
ヶ
根
高
原
電
線
共
同
溝
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
千
万
円

中
沢
下
間
川
通
常
砂
防
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一ハ
千
万
円

南
割
上
穂
沢
川
通
常
砂
防
　
　
　
　
　
　
一
千
五
百
万
円

西
伊
那
線
中
山
分
館
前
道
蕗
護
菫
一　
　
　
　
　
五
百
万
円

伊
那
生
田
飯
田
線
穴
山
２
号
遺
蕗
防
災
　
　
　
一
千
万
円

駒
ケ
根
長
谷
線
加
納
橋
上
３
号
道
蕗
防
災

一
千
二
百
万
円

駒
ヶ
根
高
原
道
路
舗
装
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
千
万
円

林
務
部
関
係
で
は

大
田
切
川
流
域
保
安
林
準
備
彗
業
　
　
　
　
　
一
千
万
円

な
ど
の
ほ
か
　
東
伊
那
大
久
保
橋
人
百
万
円

唐
沢
川
四
百
万

円
の
調
査
費
が
つ
き

唐
沢
川
は
二
十
四
年
度
か
ら
補
助
事
業

と
し
て
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

，
ヽ

※

公
職
選
挙
法
に
よ
り
、
御
礼
の
ご
挨
拶
は
ひ
か
え

さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

イ久

イ′

教
育
再
生
の
た
め
に

「教
育
力
」
を
高
め
　
社
会
全

体
で
子
ど
も

子
育
て
を
支
援
す
る
施
策
と
し
て
、
教
育

の
充
実
の
た
め
に
二
十
人
規
模
学
級
と
少
人
数
学
習
集

団
の
編
成
と
の
選
択
制
を
中
学

一
年
に
導
入
す
る
こ
と

に
よ
り
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
き
め
の
細
か
い

支
援

指
導
の
推
進
な

ど
に
四
五
億
三
二
九

〇
万
円
を
は
じ
め
中

高

一
貫
校
や
高
等
学

校
の
再
編

施
設
整
備

事
業
に
二
二
億
〇
六

二

一
万
人
千
円
な
ど

計
七
六
億
〇

一
九
〇

万
六
千
円
を
、
更
に
社

会
生
活
に
お
い
て
、
困

難
に
直
面
し
て
い
る
子

ど
も
　
若
者
等
を
総
合

的
に
支
援
す
る
た
め
、

「
次
世
代
サ
ポ
ー
ト

課
」
を
設
置
し
　
関
係
機
関
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携
し
、
「長
野

県
子
ど
も

若
者
応
援
計
画
」
を
策
定
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が

将
来
に
夢
と
希
望
″
持
ち
健
全
に
育
つ
環
境
を
つ
く
る
た
め

「子
ど
も
の
権
利
条
例

（仮
称
ご
制
定
な
ど
子
育
て
支
援
体

制
の
充
実
に

一
人
億
〇
六
四
六
万
円
を
計
上
。

産
業
力

・地
域
力
の
強
化

地
域
に
根
ざ
し
た
産
業
の
強
化
と
個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
を

支
援
す
る
た
め
に
国
際
戦
略
と
し
て

グ
ロ
バ
ル
化
に
対
応
し

‘
長
野
県
の
活
力
を
一
層
高
め
る
た
め

市
場
開
拓
や
観
光
客

誘
致
な
ど
に
つ
い
て
　
官
　
民
が

一
体
で

「長
野
県
国
際
戦

教
育

・
子
育

て
先
進
県
の
実
現

共
の
推
進
事
業
の
必
要
性
や
実
施
主
体
の
点
検
な
ど
を
行

，ス

信
州
型
事
業
仕
分
け
の
本
格
実
施
と

協
創

共
同
社

会
を
目
指
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

， て
支
え
る
仕
組
み
の
構
築
や

県
と
市
町
村
あ
り
方
や
市
町
村
と
県
に
共
通
す
る
政
策
課

題
に
つ
い
て

知
事
と
市
町
村
の
代
表
が
対
等
の
立
場
で
話

し
合
う
協
議
の
場
の
制
度
化
な
ど
と
と
も
に
、
県
の
施
策
等

を
広
く
県
民
に
理
解
い
た
だ
く
た
め
の
県
政
情
報
の
発
信

と
　
県
民
の
意
見
を
県
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
広
報

広

聴
活
動
の
た
め
の
予
算
二
億
〇
九
二
七
万
四
千
町

県
民
主
役
の
自
立
し
た
県
政
の
実
現

暮

ら

し

の
安

心

確

保

皆
さ
ん
の
お
声
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
！

安
全
で
安
心
の
地
域
づ
く
り
に
努
力
し
ま
す
。

※

詳
し
い
日
々
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
プ

ロ
グ
を
ご
覧
下
さ
い
。



長 野 県 財 政 の 状 況 H23 3 11現 在

1 予算の姿 (平成23年度当初予算)

長野県の予算を
〇歳入面から見ると…・
自主財源の根幹である県税が全体の5分の1程度しかなく、地方交付税や国庫支出金などの国からの財源や県債に大きく依存する脆

弱な構造となっています。
○歳出面から見ると…
人件費や公債費などの義務費をはじめ、削減が困難な経費が全体の4分の3以上を占め、裁量の余地が狭い極めて硬直的な構造と

なっています。

地方線与税  使用料及び

012    手数料 公立学校の教員〈小・中 高など)

警察官、行政職員.特別職、議員
の給与 など

37% 公共事業費
施設運営費
事業補助金
選挙等臨時経費

２９

“金

８４
椰

入

０
４

繰

地方消費税
着算金
440

53%

147% 扶助費

借入金の返済

生活保護費 など４５

璃

・ ∞   日 日 向 「1日 ¨           1  卿 |

経済対策関連

1

予算の規模 県税収入の規模

CI饉●
=背
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